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3． 入会は氏名，住所を記入のうえ泌尿器科紀要刊行会宛，はがきか FAX にて申し込めば所定の用紙を送付す
る．
































雑誌の場合 ― 著者名（ 3名まで，それ以上のときは「ほか」「et al.」とする）：標題．雑誌名 巻：最初頁
-最終頁，発行年
例 1) Kalble T, Tricker AR, Friedl P, et al. : Ureterosigmoidostomy : long-term results, risk of carcinoma
and etiological factors for carcinogenesis. J Urol 144 : 1110-1114, 1990
例 2) 竹内秀雄，上田 眞，野々村光生，ほか：経皮的腎砕石術 (PNL) および経尿道的尿管砕石術
(TUL) にみられる発熱について．泌尿紀要 33：1357-1363，1987
単行本の場合 ― 著者名（ 3名まで，それ以上のときは「ほか」「et al.」とする）：標題，書名，編集者名
（ 3名まで，それ以上のときは「ほか」「et al.」とする）．版数，巻数，引用頁，発行所，出版地，発行年
例 3) Robertson WG, Knowles F and Peacock M : Urinary mucopolysaccharide inhibitors of calcium
oxalate crystallization. In : Urolithiasis Research. Edited by Fleish H, Robertson WG, Smith
LH, et al. 1st ed, pp 331-334, Plenum Press, London, 1976
例 4) 大保亮一：腫瘍病理学．ベッドサイド泌尿器科学，診断・治療編．吉田 修編．第 1版，pp
259-301，南江堂，東京，1986
7 投稿にあたっては，本誌を十分参考にして体裁を守ること．
8 総説，原著論文は 4部，症例報告，その他の論文は 3部を書留で送付する．万一にそなえて，コピーを
手元に控えておくこと．
(原稿送付先）〒606-8392 京都市左京区聖護院山王町18 メタボ岡崎301号 泌尿器科紀要刊行会宛
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エアとそのバージョンを明記する．Windows の場合は MS-Word・一太郎，また Macintosh の場合は EG-
Word・MS-Word とし，特に Macintosh においては MS-DOS テキストファイルに保存して提出すること．
6． 校正：校正は著者による責任校正とする．著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する．
7． 掲載：論文の掲載は採用順を原則とする．迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること．



















泌尿器科紀要 第56巻 第10号 2010年10月25日 印刷 2010年10月31日 発行
発行 小 川 修 顧問 吉 田 修 発行所 泌尿器科紀要刊行会




編 集 後 記
昨年から縁あって日本 VR (Virtual Reality) 医学会の事務局を引き受けており，この 9月に第10回の学術総会
を京都でお世話させていただいた．この学会は，情報工学などを専攻する工学系の先生と医学研究者が参加する
比較的めずらしい学会であるが，国立がん（研究）センター名誉総長の末舛恵一先生が理事長をつとめておられ
るなど，医学系を中心に運営されてきた．
体腔鏡手術の発展や医療訴訟の増加などの社会的背景を考えると，VR を応用した医師，特に外科医の技術教
育や手術支援は将来性のある分野であると認識している． 5∼ 6年前には，医学と工学との間には大きな谷間が
あったが，共同研究なども進み，やっと実践応用出来るようなレベルのプロダクトも出てきている．泌尿器科領
域でも，横浜市大，札幌医大，関西医大，兵庫医大から興味深い演題発表があった．
CT などを使って個人の画像情報を 3次元化することは，すでにかなりの精度で可能になっている．将来の夢
は，外力を加えた時の臓器の変形度合いや位置変化，さらには機能などの生体情報を加え，personalized VR body
を作成することである．
（小川 修）
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